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1.日本における医療情報DBのデータ品質保証

MID-NETにおける医療情報の品質保証

出典：1: MID-NET®における品質管理 （MID-NET Real-time Data-quality Assurance）について (https://www.pmda.go.jp/files/000248813.pdf)

A. データの品質管理
• データの信頼性（協力医療機関に訪問し※定期的に実施）
• SS-MIX２データ：原則、年1～2回程度
• レセプトデータ、DPCデータ：原則、様式変更時、統合データ

ソースへの取り込み仕様変更時

B. システムの品質管理
標準化機能の信頼性、抽出機能の信頼性、送信機能の信頼性、SAS変
換の信頼性

C.データとシステムの日常的モニタリングによる品質管理
• データ受信件数（原則、毎日）
• データの送受信件数（原則、毎月）
• レセプト・DPCファイル格納状況（原則、毎日）
• 統合データソースの稼働状況（原則、毎日）
• 機器稼働状況・バックアップ状況（原則、毎日）
• スクリプトの処理状況（原則、毎日）
• 協力医療機関のマスタの確認（原則、毎月）

九州大学病院ガバナンスセンターではコードの管理を実
施している

2: MID-NET®がもたらした、日本におけるデータ駆動型事業へのインパクト(https://www.pmda.go.jp/files/000251833.pdf)

• 一方で、現在実施している品質保証はHISへの
診断名登録を含んではいない

• 診断名登録はデータ整備の最初のステップであ
り、データの利活用可否に大きく影響する

• 日本において構築すべき品質保証体制を検討す
るために、諸外国においてどのように診断名登
録に関する品質保証がされているかを調査した

診断名の登録について

https://www.pmda.go.jp/files/000248813.pdf
https://www.pmda.go.jp/files/000251833.pdf
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医師
(GP)

診療情報登録

EHRシステム

医療コーダー

品質保証 コーディング

患者を診療
（診療した内容は医師が直接
EHRに登録するか、ソフト
ウェアが自動的に記録）

EHRにアクセスし、候補の介
入方法等のリストから適切な
ものを選択、または記載され
た病名等に不整合・疑問があ
る場合にGPに問い合わせし、
データの正確性向上を図る

ICD-10/Snomed-CTなどの標
準コードを利用し、各医療情
報DBに情報をCPRD/GPRD
等のデータベースに登録（自
動化されている）

英国における診断名登録に関する作業・品質保証フロー

2. UK・USにおける医療情報DBのデータ品質保証

診療後、コードの正確性を確
認（診療8時間に対し、2時間
程度を要する）

Compliance Softwareが地域
や疾患領域などの特性が類似
したデータと比較し、不整合
を確認（40%程度のGPが使
用）

診療報酬

NHS 診療報酬の計算
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2. UK・USにおける医療情報DBのデータ品質保証

特徴 詳細

徹底された登録情報の正
確性確認

• GPが自ら診療情報の正確性を確認するだけではなく、EHRのCompliance Software等品質保証ソフトウェア（統計デー
タに基づく）によるチェック、医療コーダーによる不整合のチェックをし、GPに必要に応じて再度確認する

• ConditionsやProcedures、Interventionの正確性を担保する目的で、それらのリスト（データベース項目）の最新化（更
新）を年に一度実施している

自動化による効率化

• 診療内容を自動的に記述するソフトウェアが多くのGPで利用されている（記述の精度も上がっており、現在は修正
はあまり必要ない）

• ソフトウェア導入に関しては補助金も出ており、価格も高くないためほとんどのGPが導入済みである
• 統計データ等との不整合を検出するCompliance SoftwareがEHRシステムに搭載されており、チェック機能を担ってい

る（40％程度のGPが使用）
• EHRシステムには様々な補助機能が付与されており、コーダーが正確に情報を登録できるように支援している

監査

• GPを対象とし、年に一度程度、データ品質のトレーニングやドキュメンテーションのチェックが実施される
• 監査はNHSのHealth Informatics Servicesという会社が実施している
• Clinical Audit Platformなどのプラットフォームにデータをアップロードし監査が行われる
• GPがコードした内容を含め、AIアルゴリズムが期待した入力がされているかチェックする

コーダーによる品質保証

• 数多くのコーダーの存在によって成り立っているシステムである
• コーダーになるための条件はそれほど厳しくなく、大学卒で資格を取得する必要があるのみで、医療の経験は必要な

い
• 研修は徹底しており、専門的なコースもある
• 多くの作業は自動化されているが、人的リソースも必須である

英国における診断名登録品質保証の特徴
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医師の記録をICD-10および
CPT®コードブックを使用し
て標準化された医療コード
に変換

コード化されたデータを
データベースに入力後、請
求システムに反映させ医療
請求担当者に渡す

定期的にコーディングやド
キュメンテーションに関す
る監査を実施

患者を診療
診療した内容は電子カルテ
に登録

医師からデータを収集・確認し、
患者の医療記録をよりよく理解
するためにさらなる説明が必要
な場合には医師に連絡

2. UK・USにおける医療情報DBのデータ品質保証

医師

医療コーダー

監査人

米国における診断名登録に関する作業・品質保証フロー

診療情報登録 品質保証 コーディング 診療報酬
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2. UK・USにおける医療情報DBのデータ品質保証

米国における診断名登録品質保証の特徴

特徴 詳細

Billingシステムのため要
求されるデータの正確性

• 初診の際に、診療報酬システムに対応できるよう患者情報を多数の項目をEMRに登録する（EMRの利用は米国では必
須である）

• Billingの際に、登録された医療データが承認されないことが頻繁にあり、正確で詳細な情報登録が求められる
• コードの正確性を担保する目的で、ICD-10/CPTコードマッピングリスト（データベース項目）の最新化（更新）を頻

繁に（年二回など）実施している
• Payerが地域の統計データ等を確認し、違和感があれば病院の内部だけでなく、外部の第三者（コンサルティング

ファームなど）に監査を依頼することもある

監査

• 医療コーダーを対象として、四半期ごとや年に2回ほど病院が監査を実施する
• 監査の際に90-95%の正確性が求められる
• Billingの承認が得られないと病院の収集が確保できないため、正確性に関する病院のモチベーションが高い
• 看護師が多くの場合、ランダムで記録を確認し正確性を評価する
• 小さい病院の場合、Medicaidなどが監査を担当することもある

コーダーによる品質保証

• 医師とコーダーによる密なコミュニケーションにより正確なコード登録が成り立っている
• 医師が正確にEMRに情報を入力することは必須ではない一方、コーダーに責任がある
• 医師がコーディングを直接するように指示している医療機関もあるが、その場合でもコーダーが確認し、登録するか

を判断する
• CDC・CMSが疾患領域別にコーディングのガイドラインを示している
• コーダーは年に一度のトレーニングコースを受けるなど、知識のアップデートが必要である
• コースではガイドライン、最新のコード、考え方などの情報をアップデートしている
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3.日本の診断名登録の品質保証に関する論点

論点 想定される課題 調査・整理が必要な事項

日本の診断名に関する正確性を向上する
仕組みは必要か

• どの程度まで正確性が必要かの指標が
現状なく、評価方法もない

• 診断名の正確性を評価する方法

医療コーダーや監査人等の第三者、もし
くは統計データを利用したAIアルゴリズ
ム等が診断名を確認し正確性を担保する
システムを導入すべきか

• 英米の規模で医療コーダーを育成する
のは保険システムの違い等を考慮して
現実性は低い

• 監査等を行う場合、予算の出どころ、
及び正確性担保のモチベーションを維
持するための方法が必要である

• 日本における電子カルテシステムにお
いて、診断名登録を正確に行う上で必
要な仕様が整備されているか

日本における診断名登録の検討

英国・米国どちらも医療コーダーによる診断名確認、コードの整合性をチェックするEHRシステム、及び関係
者の監査に基づき正確性が担保されている

日本において、上記のような診断名の正確性を担保する仕組みは導入可能か？

英米の現状

日本の対策
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